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営業車に搭載可能な軌道検測装置の開発と実用化

軌道の維持管理に関する業務に関して、営業車に搭載可能な
軌道検測装置により日々の軌道変位（レールの正規の位置から
の変位量）の測定を可能とし、また本装置による高頻度検測
データから将来の軌道変位を高精度に予測できるツールにより、
業務の効率化と安全性の向上を図っている取組。

これまで専用の軌道検測車を用いて定期的に軌道変位の測定
を行っていたが、軌道検測車を使用せず、通常の営業列車にお
いて測定が可能となった点、これにより日々の軌道の状態を把
握し、軌道変位の将来予測の精度を高め、効率的な保守作業が
可能となった点を評価された。

鉄道総合技術研究所の軌道管理研究室は、軌道の検

査（測定）と測定データの分析・評価に関する技術開

発に取り組んでいます。日立ハイテクファインシステ

ムズは軌道検測車や軌道・架線検測装置の製作および

メンテナンスを実施しています。

この度は、私どもの取組を国土交通大臣賞に選ん

で頂き誠にありがとうございます。今回の受賞は携

わった関係者に対するものと心得ております。今後

も、鉄道の安全性、信頼性の向上に貢献できるよう

に、軌道の維持管理に関する研究開発を行っていき

たいと思います。
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車両の床下にスペースがあれば搭載できる「慣性正矢軌道検
測装置」を開発し、営業車による高頻度な軌道検測を実現する
とともに、「相互相関による高精度な測定データの位置合わせ
法」と「軌道保守計画システム」を用いてデータを分析をする
ことで、従来よりも軌道変位の将来予測の精度を高め、保守の
効率化を実現している。
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